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注
保育者効力感尺度（三木・桜井、1998）の尺度項目は以下の10項目である。
１　私は、子どもにわかりやすく指導することができると思う
２　私は、子どもの能力に応じた課題を出すことができると思う
３　保育プログラムが急に変更された場合でも、私はそれにうまく対処できると思う
４　私は、どの年齢の担任になっても、うまくやっていけると思う
５　私のクラスにいじめがあったとしても、うまく対処できると思う
６　私は、保護者に信頼を得ることができると思う
７　私は、子どもの状態が不安定な時にも、適切な対応ができると思う
８　私はクラス全体に目をむけ、集団への配慮も十分できると思う
９　私は、１人１人の子どもに適切な遊びの指導や援助を行えると思う
10 私は、子どもの活動を考慮し、適切な保育環境（人的、物的）に整えることに十分努力
できると思う
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